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OB紹介 諦めない気持ちと
日々の努力の積み重ね

五十嵐 亨さん（商学部卒） 他

特  集 新学部 現代教養学部 教員紹介
─コンピュータで自分らしさを

藤堂 英樹先生



　(*）当時の学年

平成29年3月20日（月・祝）、本学体育館にて
学位記授与式が挙行され、大学院9名、商学部354名、

法学部261名の計624名が卒業しました。

5月29日（月）、第43回体育祭が開催されました。
ソフトボール、ミニサッカー、バスケットボール、バドミントン、
硬式テニス、卓球が行われ、各競技の頂点を狙いました。

平
成
29
年
度

入  

学  

式

　

４
月
３
日（
月
）に
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。大
学
院
６
名
、
商
学

部
４
５
１
名
、
法
学
部
３
２
７
名
、

現
代
教
養
学
部
35
名
、
計
８
１
９
名

の
新
入
生
が
本
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

入
学
式
を
終
え
た
新
入
生
に

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
の
抱

負
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【商学部】
東海大学附属浦安高等学校出身
大学では文武両道で、部活動と勉
強を頑張ります。

 松
ま つ

浦
う ら

 虎
こ

太
た

郎
ろ う

 さん

【現代教養学部】
市原中央高等学校出身

新しい学部に入学できたので、それ
を活かして、新しいことに挑戦して
いこうと思います。

 椋
む く

田
た

 一
か ず

佑
ゆ

樹
き

 さん

【商学部】
千葉明徳高等学校出身

資格取得を目指す勉強をしながら、
部活と両立させて頑張りたいです。

 太
お お

田
た

 花
か

凛
り ん

 さん

 Interview

法律について詳しく追究して、自分
の目指す公務員試験に役立てたい
と思います。

 山
や ま

﨑
ざ き

 涼
りょう

雅
が

 さん
【法学部】

牛久高等学校出身
公務員になるために勉強を頑張って、
充実した大学生活を送りたいです。

 笹
さ さ

木
き

 風
ふ う

花
か

 さん
【法学部】

翔洋学園高等学校出身

第　4　3　回  17.5.29開催!＜駅伝部＞
 　第33回  守谷ハーフマラソン（2017.2.5)
 　　優勝　海老澤 太 （法4*）　 1時間04分39秒
 　　２位　有馬 圭哉 （法1*）　 1時間05分27秒
 　　４位　釜谷 直樹 （法2*）　 1時間05分37秒
 　　５位　須永 康幸 （法1*）　 1時間05分46秒
 　第29回  焼津大学対校ペアマラソン（2017.4.9）
 　　3位　総合タイム ： 2時間13分04秒
 　　市山翼（法3）、水野優（法4）、由見光道（法4）
＜ゴルフ部＞
 　関東女子大学春季Ａブロック対抗戦（2017.5.10 ～ 11）
 　　優勝、
　　ＭＶＰ 永田 萌夏（商３）
 　関東大学春季
　 Ａブロック対抗戦
　 （2017.5.23 ～ 24）
 　　４位

商学部 法学部　　現代教養学部

  プライムセミナーPrime Seminar
4月4 日（火）  ・ 5 日（水）に新入生対象のプライムセミナーが行われました。今年も学生スタッフの

先輩達や先生方が、新入生に履修方法やキャンパスでの過ごし方等をアドバイスしました。

【履修届作成】
学生スタッフに履修相談

【自己紹介＆ミニレク】
簡単なゲームで仲間づくり

【タブレットの使い方講座】
1人1台の新型タブレットPCを貸与

今年度から  

 スタート！
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研
究
分
野
、担
当
教
科
に
つ
い
て

　

私
の
専
門
は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
、映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
技
術
」

で
す
。み
な
さ
ん
が
普
段
目
に
し
て
い
る
映

画
や
ア
ニ
メ
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
、
映
像
が

出
て
く
る
と
こ
ろ
に
は
か
な
り
の
割
合
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
（
Ｃ
Ｇ
）が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
も「
Ｃ
Ｇ
」と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
耳
に
し
た
こ
と
が
き
っ

と
あ
る
と
思
い
ま
す
。か
つ
て
は
Ｃ
Ｇ
と
言

え
ば
映
像
を
作
る
一
部
の
企
業
だ
け
が
使
っ

て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。で
も

今
は
、
誰
で
も
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を

持
っ
て
い
れ
ば
Ｃ

Ｇ
を
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
映

像
や
ゲ
ー
ム
を
制

作
す
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
も
学
生
で

あ
れ
ば
無
償
で
使

え
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
担

当
教
科
の
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」、「
情
報
処

理
論
の
基
礎
」で
も
専
門
の
Ｃ
Ｇ
に
関
わ
る

よ
う
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
少
し
紹
介
し
つ
つ
、

W
ord

やExcel

、Pow
er Point

な
ど
の

必
須
技
術
や
現
在
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
様
々
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
い
方
に
触

れ
て
い
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
教
育
・（
学
生
）指
導
を

し
て
い
き
た
い
か

　
「
現
代
教
養
学
部
」の
大
き
な
特
徴
と
し

て
、
学
生
の
み
な
さ
ん
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ
が
貸
与
さ
れ
て
い
ま
す
。タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ
を
持
っ
て
い
れ
ば
、い
つ
で
も
ど
こ
で

も
情
報
収
集
や
学
習
に
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。授
業
で
は
情
報
処
理
の
ス
キ
ル
と
し

て
必
要
な
最
低
限
の
使
い
方
は
お
さ
え

て
お
き
つ
つ
、
み
な
さ
ん
が
自
分
な

り
の
使
い
方
を
探
す
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。色
々

自
分
な
り
に
使
っ
て
み
て
、「
先
生

こ
ん
な
の
で
き
た
よ
」と
言
っ
て
も

ら
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。興
味

を
持
っ
て
使
っ
て
み
る
と
い
う
の
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
学
ぶ
一
番
の
近
道
で
す
の
で
、

自
分
の
趣
味
に
も
積
極
的
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。Facebook

やTw
itter

な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
の
も
良

い
と
思
い
ま
す
。

現
代
教
養
学
部
へ
の
思
い
、

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

現
代
教
養
学
部
で
は
様
々
な
学
問
を
横

断
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、情
報
処
理
を
学

ぶ
の
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
端
末
利
用
環

境
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
活
か
し
て
自
分
ら
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
使
い
方
を
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
自
分
ら
し
さ
を
藤と

う

堂ど
う 

英ひ
で

樹き 

先
生

　中学生の頃から日本語の勉強を続け
ており、最近受けた日本語能力試験では
Ｎ１級（一番難しいレベル）で180点満点
中153点という実力を持っています。貿
易会社に勤めている叔父から体験談を
聞くうちに商学に関心を持つようになり、
中央学院大学を志願すれば、日本語と商
学を同時に勉強でき一石二鳥だと思いま
した。日本が世界第３位の経済大国であ
る秘訣は何か、韓国経済と比較してみた
いです。韓国に興味のある方は、どうぞ
話し掛けてください。いつでも歓迎します。

商学部
交換留学生

車
チ ャ

  振
ジ ン ホ

鎬 さん

　以前から日本の漫画や小説、ドラマ
等が好きで、憧れの日本へ留学したいと
思っていました。淡江大学には「自分達の
店を開きたい」という同じ夢を持つ友達
がいます。将来の夢のため、中央学院大
学では経営学の授業を受けたいです。グ
ループ討論や報告等で自分のコミュニ
ケーション能力を磨き、経営学のゼミ
ナールにも参加してみたいです。この経
験が、人生の中で大切な宝物になると思
います。

商学部
交換留学生

林
リ ン

  昱
イクショウ

丞 さん

　中学時代から外国語に興味があり、高
校までは英語を学習していましたが、大学
に進学してからは、ドラマや漫画等で触
れることの多い日本語を学んでいます。副
専攻として国際企業学科の勉強もしてい
ました。高校時代は軽音部に所属し、大
きな舞台でバンド演奏をしたこともありま
したが、大学では日本語学科のバレーボー
ル・サークルに所属していました。中央学
院大学では、積極的にイベントや部活動
に参加し、たくさん友達を作りたいです。

商学部
交換留学生

王
オ ウ

  昱
イクショウ

翔 さん

2017年度

　　　台湾 淡
たん

江
こう

大学 日本語学科 　　  韓国 京
ギョン

畿
ギ

大学校 日本語日本文学科

KOREA

JAPAN

TAIWAN

中央学院
大学

藤堂 英樹　Todo Hideki

現代教養学部
助教／博士（情報理工学）

━━━━━━━━━━━━━━━━
学生へのメッセージ ：

「コンピュータは情報伝達のための便
利な道具です。楽しく学んで使いこな
しましょう！」

━━━━━━━━━━━━━━━━
出身大学 ：
東京大学理学部情報科学科

━━━━━━━━━━━━━━━━
最終学歴 ：
東京大学大学院情報理工学系研究科
コンピュータ科学専攻（博士後期課程）
博士（情報理工学）

━━━━━━━━━━━━━━━━
専門分野 ：　情報理工学

━━━━━━━━━━━━━━━━
主な担当科目：
情報リテラシー、情報処理論の基礎、
情報処理論

━━━━━━━━━━━━━━━━
趣味 ：　サッカー、映画鑑賞

━━━━━━━━━━━━━━━━
研究紹介ページ ：
http://hideki-todo.com/
cgu/index-j.html

P R O F I L E

     現 代 教 養 学 部 教 員 紹 介部学新特  集
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本書は、教師を目指す人に、教育についての価値観（教育観）を考えてもらう
ことを目的としている。17章からなる構成で、教育哲学、教育心理学、教育
法学、教育行政学や教育工学など幅広い分野の17名の著者が各章を担当

し、それぞれの観点から、教育観を展開するオムニバス的な形式になっている。特に、各章では、
読者にワーク課題を投げかけ、読者自らが考えながら読み進んでいく構成になっている。

ワークで学ぶ教職概論
共著： 浅

あ さ

井
い

 宗
む ね

海
み

（商学部）　ナカニシヤ出版

モンゴル国は遊牧民と草原の国にとどまらず、天然資源にあふれる豊かな国で
もあり、これらを活用した市場経済化により、急激な発展を今日では遂げる一方
で、深刻な環境・公害問題を抱え、首都ウランバートルは人口集中化等により、都

市の持続可能性が懸念されている。本書は、モンゴル国の水資源や水道水源の現状と課題、同国最
大の河川であるトーラ川汚染の実態等を多年にわたるフィールドワークに基づいて詳述したものである。

モンゴル国の環境と水資源 －ウランバートル市の水事情－

著： 佐
さ

藤
と う

 寛
ひろし

（現代教養学部）　出版 ： （株）成文堂

バレーボールに関する基本的なスキル（パスやブロック、スパイク、サーブ）、
フォーメーションを豊富な写真で解説。ストレッチングやコンディショニン
グの方法、スポーツビジョン、ゲーム中に行うべきことなどのポイントも網

羅。更には９人制バレーボールにも対応しています。ＦＣ東京バレーボールチームの指導普及活
動を通して培われたノウハウをわかりやすくまとめた一冊です。

スキルアップ！バレーボール改訂版
著  ： 増

ま す

山
や ま

 光
み つ

洋
ひ ろ

（現代教養学部）　出版 ： ブックハウス・エイチディ

- P R O F I L E -

いがらしとおる
2004年3月商学部（会計コース）
卒／椎名ゼミ6期生／伊勢崎商
業高校出身／ 2016年12月税理
士試験合格／趣味は読書、ソフ
トボール、トライアスロン。休日
はサイクリング→スイミングなど
アクティブに過ごしている。

に
合
格
し
ま
し
た
。そ
の
年
の
９
月
に

現
在
の
税
理
士
法
人
に
就
職
し
、
働
き

な
が
ら
１
科
目
ず
つ
合
格
を
め
ざ
す

こ
と
に
。事
務
所
が
休
み
の
日
曜
日
に

専
門
学
校
に
通
う
と
い
う
毎
日
が
始

ま
っ
た
の
で
す
。

仕
事
と
勉
強
を
両
立
し
な
が
ら

１
科
目
ず
つ
合
格
を
め
ざ
す

　
働
き
な
が
ら
の
資
格
挑
戦
は
、
な
か

な
か
厳
し
い
も
の
で
し
た
。会
計
科
目

は
順
調
に
合
格
で
き
た
も
の
の
、
税
法

は
条
文
を
丸
暗
記
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
８
月
と
い
う
税
理
士
試
験
の
時

期
も
問
題
で
し
た
。
３
月
決
算
の
会
社

を
担
当
し
て
い
る
と
、５
月
は
監
査
等

で
思
う
よ
う
に
勉
強
時
間
を
作
れ
な
い

の
で
す
。加
え
て
４
月
に
税
法
が
改
正

さ
れ
る
た
め
、
６
月
か
ら
は
そ
れ
に
合

わ
せ
た
勉
強
も
必
要
に
な
る
。そ
れ
で

も
職
場
の
メ
ン
バ
ー
や
お
客
様
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
勉
強
を
積
み
重
ね
、
昨
年

最
後
の「
固
定
資
産
税
」に
合
格
、念
願

の
税
理
士
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
約
20
件
の
お
客
様
の
顧
問

を
務
め
て
い
ま
す
。介
護
な
ど
サ
ー
ビ

ス
業
を
中
心
に
、社
員
２
～
３
人
の
零

細
企
業
か
ら
２
０
０
人
以
上
の
会
社

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
社
の
社
長
と
話

が
で
き
る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
。何
よ

り
、
私
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
会
社
の
効
率

が
あ
が
っ
た
り
、
業
績
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
っ
た
り
。責
任
が
大
き
い
分
、
や
り

が
い
も
感
じ
ま
す
。資
格
を
取
得
し
た

こ
と
で
、
専
門
知
識
を
活
か
し
さ
ら
に

お
客
様
の
役
に
立
て
る
よ
う
、
頑
張
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教 員 新 作

著 書 紹 介

C G U B O O K S

本
学
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｂ
紹
介

　

本
学
商
学
部
を
１
９
７
７
年
に
卒
業
し

た
石
戸
謙
一
さ
ん
が
、
日
本
経
済
新
聞
の

朝
刊
（
２
０
１
６
年
12
月
26
日
）32
頁
の
記

事
「
そ
ろ
ば
ん
は
エ
ン
タ
メ
だ
」に
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
そ
ろ
ば
ん
塾
の
経
営
を

続
け
、
現
在
は
（
財
）全
国
珠
算
連
盟
会
長

お
よ
び
白
井
そ
ろ
ば
ん
博
物
館
館
長
と
し

て
、
国
内
外
で
そ
ろ
ば
ん
を
広
め
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
央
学
院
大
学
創
立
50
周
年
記
念
広

報
誌「
50
の
物
語
」で
も
、
石
戸
謙
一
さ

ん
が
登
場
し
ま
す
。「
50
の
物
語
」は
本

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
学
内
広
報
誌
」で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

石い
し

戸ど

謙け
ん

一い
ち

さ
ん
が

新
聞
記
事
に

届いたばかりの税理士バッジを胸に

本
学
Ｏ
Ｂ

税
理
士
法
人　

思
惟
の
樹
事
務
所

税
務
会
計
部　

第
１
監
査
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
長

　
　
五い

が

ら

し

十
嵐  

亨と
お
る

さ
ん

 

税
理
士
資
格 

４
年
の
秋
か
ら
取
得
を
決
意

　
商
業
高
校
出
身
で
、
税
理
士
は
専
門

職
と
し
て
漠
然
と
意
識
は
し
て
い
ま
し

た
が
、
大
学
入
学
時
か
ら
め
ざ
し
て
い

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。大
学
時
代

は
教
職
課
程
を
履
修
、
授
業
に
も
ほ
ぼ

出
席
し
て
い
ま
し
た
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
愛
好
会
に
入
り
、
市
の
大
会
や
大
学

の
リ
ー
グ
戦
に
で
た
り
も
し
て
い
ま
し

た
。自
分
と
し
て
は
と
て
も
充
実
し
た

大
学
生
活
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

「
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
」

と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。

　
４
年
に
な
っ
て
就
職
を
考
え
は
じ
め
、

教
員
採
用
試
験
を
受
験
。就
職
活
動
も

行
っ
て
い
た
も
の
の
、
自
分
の
中
で
何

か
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。「
自
分
に

何
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
」と
考
え
た
結

果
、
学
ん
で
き
た
こ
と
を
人
の
た
め
に

活
か
す
こ
と
の
で
き
る
税
理
士
に
な
る

こ
と
を
決
意
。幸
い｢

２
年
間
は
面
倒

を
見
る｣

と
の
両
親
の
後
押
し
も
あ
り
、

受
験
に
向
け
専
門
学
校
に
通
い
始
め
ま

し
た
。

　

最
初
は
３
科
目
合
格
を
め
ざ
し
て

い
た
の
で
す
が
、
１
年
目
は
全
敗
。
２

年
目
に
か
ろ
う
じ
て
「
財
務
諸
表
論
」

　　　　　　1977年3月　中央学院大学商学部卒
全国珠算連盟理事長、「株式会社イシド」代表取締役会長、
白井そろばん博物館館長（千葉県白井市）

PROFILE

税
理
士
法
人
で
働
く
本
学
Ｏ
Ｂ
・
五
十
嵐
亨
さ
ん
は
、

昨
年
12
月
、税
理
士
資
格
を
取
得
。資
格
取
得
ま
で
の
道
の
り
、

学
生
時
代
の
思
い
出
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

諦
め
な
い
気
持
ち
と

日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
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創立60周年の「地理教育研究会」が、一般の読者を対象として「日本地理」を平
易に解説したもの。本書の構成は、◇第１章 地理って何？　◇第２章 日本の自
然環境と地図　◇第３章 「移動」の地理　◇第４章 「食」の地理　◇第５章 「モ

ノ」の地理　◇第６章「文化」の地理　◇第７章 「防災」の地理　◇第８章 「環境」の地理　◇第９
章 日本にある「世界」である。筆者（谷川尚哉）は、第４章の「日本の水産業」を分担執筆している。

知るほど面白くなる日本地理
共著  ： 谷

た に

川
が わ

 尚
な お

哉
や

 （法学部）　日本実業出版社

ウィーンの不思議な魅力は、街を歩くと見えてきます。人と生活、音楽、衣・食・住、
建築、季節、自然、交通と通信の9つのテーマで100話を収録しています。ウィー
ン大学で客員教授として教え、現地に暮らした視点から、ウィーンに興味のあ

る人、旅行をする人に幅広い話題や知識を提供します。ウィーンに住む地元の人でも知らないような
思いがけないエピソードを通して「音楽の都ウィーン」の知られざる歴史や文化を紹介しています。

不思議なウィーン 街を読み解く100のこと

著： 河野 純一 （現代教養学部）　出版 ： 平凡社

本書は、文字通り、国際関係学や地球社会論を学ぶための教科書である。筆
者の担当箇所は、「領土の罠」から脱却するために必要な国境問題への分析ア
プローチ、そして深刻さを増すEUの難民危機を中心的に取り上げた人の移動

である。教科書としては斬新な試みである頁の各所にQRコードを配置することによって、最新の資料・
データにスマホやタブレットからもアクセス可能であり、講義の予習・復習に資する構成となっている。

国際関係学 地球社会を理解するために（第2版）

共著  ： 川
か わ

久
く

保
ぼ

 文
ふ み

紀
の り

 （法学部）  出版 ： 有信堂高文社

本書は、アフリカ系アメリカ人で初めてノーベル文学賞を受賞した女性作家トニ・
モリスンについての日本で初めての論文集です。歴史・ホーム・性のテーマを柱
に、多様な切り口で彼女の文学の新しい側面を探求しています。本学教員の峯

は、主人公の黒人少女が白人少女（の人形）に憧れて少しずつ心が壊れていくさまを描いた『青い目が
欲しい』を手がかりに、バービー人形などアメリカの少女たちの遊ぶ人形の系譜について書いています。

新たなるトニ・モリスン その小説世界を拓く

共著  ： 峯
み ね

 真
ま

依
い

子
こ

 （現代教養学部）  出版 ： 金星堂

  平成29年度　後援会特別表彰
団　体

駅伝部

第94回箱根駅伝　総合6位（シード権獲得）、

第48回全日本大学駅伝　総合5位（シード権獲得）、

第28回出雲駅伝　総合4位

硬式野球部
第65回全日本大学野球選手権記念大会準優勝、

第22回関東地区大学野球選手権大会出場

ゴルフ部

全国大学ゴルフ対抗戦4位、

信夫杯争奪日本大学ゴルフ対抗戦7位、

関東大学Aブロック対抗戦4位（春季・秋季）

全国女子大学ゴルフ対抗戦4位、

関東大学女子春季Aブロック対抗戦準優勝

バレーボール部

平成28年度関東大学男子2部バレーボール

リーグ戦出場（春季20位、秋季22位）、

平成28年度天皇杯・皇后杯

全日本バレーボール選手権大会「千葉予選会」優勝

吹奏楽団

チアリーディング部

個　人

駅伝部

大
お お

森
も り

　　澪
れ い

（法4年）　　新
あ ら

井
い

　翔
しょう

理
り

（法4年）

細
ほ そ

谷
や

　恭
きょう

平
へ い

（法4年）　　福
ふ く

岡
お か

　海
か い

統
と

（法3年）

樋
ひ

口
ぐ ち

　　陸
り く

（法3年）　　廣
ひ ろ

　　佳
よ し

樹
き

（法3年）

横
よ こ

川
か わ

　　巧
たくみ

（法2年）　　高
た か

砂
さ ご

　大
だ い

地
ち

（法2年）

藤
ふ じ

田
た

　大
だ い

智
ち

（法2年）

硬式野球部

竹
た け

村
む ら

　光
こ う

司
じ

（商4年）　　山
や ま

口
ぐ ち

　啓
け い

太
た

（商4年）

石
い し

井
い

　聖
しょう

太
た

（商3年）　　小
こ

串
ぐ し

　一
い ち

愛
あ い

（商4年）

佐
さ

久
く

間
ま

悠
ゆ う

次
じ

（商4年）　　安
あ

達
だ ち

淳
じゅん

太
た

郎
ろ う

（商4年）

稲
い な

嶺
み ね

　佑
ゆ う

真
ま

（商4年）　　椿
つばき

　　　大
だ い

（商3年）

牧
ま き

野
の

　俊
しゅん

甫
す け

（商3年）　　張
は り

替
が え

　　亨
とおる

（商3年）

本
も と

宮
み や

　佳
け い

汰
た

（商3年）　　須
す

澤
ざ わ

　柊
しゅう

太
た

（商3年）

大
お お

山
や ま

　純
じゅん

平
ぺ い

（商2年）　　村
む ら

崎
さ き

　龍
た つ

馬
ま

（商2年）

沢
さ わ

辺
べ

　太
た

一
い ち

（法2年）　　横
よ こ

山
や ま

　郁
ふ み

弥
や

（商2年）

江
え

島
じ ま

　亮
りょう

汰
た

（商2年）

ゴルフ部

金
か ね

田
だ

　直
な お

之
ゆ き

（法4年）　　西
に し

村
む ら

　　涼
りょう

（商3年）

小
お

野
の

　耕
こ う

平
へ い

（商3年）　　清
き よ

川
か わ

　　亨
とおる

（商2年）

百
ど う

目
め

鬼
き

光
こ う

紀
き

（法2年）　　大
お お

沼
ぬ ま

　竜
りゅう

也
や

（法2年）

須
す

藤
ど う

　啓
け い

太
た

（法2年）　　丹
た ん

野
の

　寧
ね

々
ね

（商4年）

廣
ひ ろ

田
た

　美
み

優
ゆ

（商4年）　　永
な が

田
た

　萌
も え

夏
か

（商3年）

沼
ぬ ま

田
た

　玲
れ

奈
な

（商3年）　　坂
さ か

田
た

　來
ら い

香
か

（商2年）

バレーボール部 河
か わ

野
の

まどか（商3年）

  平成28年度　特　別　表　彰

  平成28年度　学長特別表彰

成績優秀者
大学院商学研究科 髙

コ ウ

　　博
ハ ク

珩
コ ウ

（院2年）

商学部 氏名公表辞退（4年）

法学部 遠
と お

堀
ぼ り

　悠
ゆ う

樹
き

（4年）

スポーツ功労賞

駅伝部
海

え

老
び

澤
さ わ

　剛
つよし

（法4年）　　海
え

老
び

澤
さ わ

　太
ふとし

（法4年）

村
む ら

上
か み

　優
ゆ う

輝
き

（法4年）　　久
く

保
ぼ

田
た

　翼
つばさ

（法4年）

硬式野球部

鈴
す ず

木
き

　翔
しょう

哉
や

（商4年）　　臼
う す

井
い

　　浩
いさむ

（商4年）

長
な が

井
い

　　涼
りょう

（商4年）　　志
し

岐
き

晴
せ い

太
た

郎
ろ う

（商4年）

田
た

邉
な べ

　樹
じ ゅ

大
だ い

（商4年）　　髙
た か

木
ぎ

　康
や す

秀
ひ で

（商4年）

深
ふ か

瀬
せ

　靖
や す

彦
ひ こ

（商4年）　　井
い の

上
う え

　陽
よ う

平
へ い

（商4年）

外
と

山
や ま

　海
か い

斗
と

（商4年）　　成
な り

田
た

　昌
ま さ

駿
と し

（法4年）

丸
ま る

岡
お か

　駿
しゅん

介
す け

（法4年）　　伊
い

藤
と う

　臣
お み

人
と

（商4年）

具
ぐ

志
し

堅
け ん

竜
りゅう

馬
ま

（商4年）　　千
せ ん

田
だ

　僚
りょう

介
す け

（商4年）

葛
く ず

生
う

　貴
た か

紀
の り

（商4年）

ゴルフ部
松
まつ

下
した

龍
りゅう

之
の

介
すけ

（商4年）　　持
もち

田
た

　泰
たい

誠
せい

（法4年）

間
ま

取
とり

　千
ち

尋
ひろ

（商4年）　　峠
とうげ

　　美
み

優
ゆ

（法4年）

バレーボール部

小
こ

松
ま つ

　　柾
まさき

（商4年）　　渡
わ た

邊
な べ

隆
りゅう

一
い ち

郎
ろ う

（商4年）

田
た

上
が み

　佑
ゆ う

作
さ く

（商4年）　　箱
は こ

﨑
ざ き

　湧
よ う

太
た

（商4年）

雷
レ イ

　　　凱
カ イ

（商4年）　　市
い ち

村
む ら

　康
こ う

輔
す け

（法4年）

佐
さ

藤
と う

　望
の ぞ

実
み

（法4年）

資格取得者
商学部 武

た け

樋
ひ

　祐
ゆ う

輔
す け

（3年）　宅地建物取引士

法学部

西
に し

片
か た

　　悠
ゆ う

（4年）　TOEIC  620点

伊
い

原
は ら

　大
だ い

紀
き

（3年）　宅地建物取引士

小
お

野
の

寺
で ら

　岬
みさき

（3年）　マンション管理業務主任者

　　　　　　　　　マンション管理士

大
お お

谷
た に

　剛
つ よ

史
し

（3年）　行政書士

※学年は平成28年度のもの

平成28年度  「千葉県知事賞」受彰
松
ま つ

田
た

　愛
あ い

喜
き

（法4年） ※学年は平成28年度のもの

平成28年度  「千葉県私立大学短期大学協会会長賞」受賞
吉
よ し

田
だ

　奈
な

央
お

（法4年） ※学年は平成28年度のもの

平成28年度  商学部卒業論文優秀者表彰
山
や ま

田
だ

　圭
け い

介
す け

（4年）　松原寿一ゼミ「歴史からみる花王グループの消費者とつながるマーケティング戦略」

比
ひ

留
る

間
ま

和
か ず

雄
お

（社会人科目等履修生）　椎名市郎ゼミ「会計規範の構造と会計教育」

※学年は平成28年度のもの
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財 務 情 報

特
別
収
支

収
入
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
資産売却差額 0
その他の特別収入 6,100
特別収入計 6,100

支
出
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
資産処分差額 0
その他の特別支出 0
特別支出計 0

　　 特別収支差額 6,100
〔　予　　備　　費　〕　 30,000

基本金組入前当年度収支差額 △ 420,479
基本金組入額合計 △ 160,391

当年度収支差額 △ 580,870
前年度繰越収支差額 △ 15,185,300
基本金取崩額 0
翌年度繰越収支差額 △ 15,766,170

（参考）

事業活動収入計 4,871,563
事業活動支出計 5,292,042

CGUの雰囲気を感じ、教員や学生スタッフの話を聞くこと
ができるチャンス! 今年もさまざまな企画を用意しています。

10：00～15：00（受付9：30～）

7
16

SUN

7
30

SUN

8
13

SUN

9
3

SUN

9
24

SUN

お問合せ   入試広報課  Tel.04-7183-6516

商学部・商学科 360名 法学部・法学科 260名 現代教養学部・現代教養学科 100名〈学部・学科および定員〉

※出願期間の最終日は窓口受付もあり。

試験区分および
募集方法

募集人員
出願期間 （郵：郵送必着／窓：窓口受付／W：web） 試験日 合格発表 入学手続期間 （消印有効）商学部

商学科
法学部
法学科

現代教養学部
現代教養学科

Ａ　

Ｏ　

入　

試

エ
ン
ト
リ
ー
型

課題

20名 10名 15名

（エントリー期間）　8月01日（火）～  8月17日（木）〈郵〉
　　　　　　　　  8月13日（日）  ・   8月17日（木）〈窓〉
（事  前  審  査）  8月21日（月）
（結  果  発  表）  8月22日（火）
（出  願  期  間）  8月25日（金）～  8月31日（木）〈郵〉 9月  9日（土） 9月15日（金） 　9月22日（金）～ 9月29日（金）

講義
（エントリー日）  7月30日（日）  ・   8月13日（日）
（結  果  発  表）  8月　4日（金）  ・   8月18日（金）
（出  願  期  間）  8月 25日（金）～  8月31日（木）〈郵〉

特待生 10名 10名 15名 　9月19日（火）～ 09月29日（金）〈郵〉 10月07日（土） 10月13日（金） 10月20日（金）～10月26日（木）

一
般

前期日程

35名 25名 10名

　9月19日（火）～ 09月29日（金）〈郵〉 10月07日（土） 10月13日（金） 10月20日（金）～10月26日（木）
中期日程    10月26日（木）～ 11月 01日（水）〈郵〉 11月 11日（土） 11月17日（金） 11月24日（金）～ 11月30日（木）
後期日程 　1月26日（金）～ 02月02日（金）〈郵〉 　2月10日（土） 　2月16日（金） 2月22日（木）～　3月 01日（木）
3月日程 2月16日（金）～ 02月23日（金）〈郵〉 　3月05日（月） 3月　9日（金） 　3月 12日（月）～　3月16日（金）

ス
ポ
ー
ツ

・
文
化

前期日程
35名 20名 15名

　9月19日（火）～ 09月29日（金）〈郵〉 10月07日（土） 10月13日（金） 10月20日（金）～10月26日（木）
中期日程 10月26日（木）～ 11月 01日（水）〈郵〉 11月 11日（土） 11月17日（金） 11月24日（金）～ 11月30日（木）
後期日程 　1月26日（金）～ 02月02日（金）〈郵〉 　2月10日（土） 　2月16日（金） 2月22日（木）～　3月01日（木）

社
会
人

前期日程
若干名 若干名 若干名

　9月19日（火）～ 09月29日（金）〈郵〉 10月07日（土） 10月13日（金） 10月20日（金）～10月26日（木）
中期日程 10月26日（木）～ 11月01日（水）〈郵〉 11月 11日（土） 11月17日（金） 11月24日（金）～ 11月30日（木）
後期日程 　1月26日（金）～ 02月02日（金）〈郵〉 　2月10日（土） 2月16日（金） 2月22日（木）～　3月01日（木）

推　

薦　

入　

試

公募制 1期 15名 15名 10名 10月12日（木）～ 10月26日（木）〈郵〉 11月04日（土） 11月10日（金） 11月14日（火）～ 11月22日（水）
2期 11月21日（火）～ 12月04日（月）〈郵〉 12月10日（日） 12月15日（金） 1月09日（火）～ 01月16日（火）

特待生 1期 15名 10名 5名 10月12日（木）～ 10月26日（木）〈郵〉 11月04日（土） 11月10日（金） 11月 14日（火）～ 11月22日（水）
2期 11月21日（火）～ 12月04日（月）〈郵〉 12月10日（日） 12月15日（金） 1月09日（火）～ 01月16日（火）

指定校 1期 60名 45名 10名 10月12日（木）～ 10月26日（木）〈郵〉 11月04日（土） 11月10日（金） 11月 14日（火）～ 11月22日（水）
2期 11月21日（火）～ 12月04日（月）〈郵〉 12月10日（日） 12月15日（金） 1月09日（火）～ 01月16日（火）

付属校 35名 15名 15名 10月12日（木）～ 10月26日（木）〈郵〉 11月04日（土） 11月10日（金） 11月 14日（火）～ 11月22日（水）卒業生子女 若干名 若干名 若干名

一
般
入
試

1期
3科目試験 20名 25名 10名

　1月10日（水）～　1月23日（火）〈W〉〈A日程〉1月 31日（水）
〈B日程〉 2月01日（木） 　2月08日（木） 2月09日（金）～02月20日（火）2科目試験 20名 20名 15名

1科目試験 15名 15名 15名
2期 自由選択試験 10名 10名 15名 　2月07日（水）～　2月19日（月）〈W〉 　2月24日（土） 　2月28日（水）　3月05日（月）～03月 12日（月）
3期 1科目試験 10名 10名 15名 　3月07日（水）～　3月16日（金）〈W〉 　3月21日（水） 　3月22日（木） 3月23日（金）～03月27日（火） 

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

 

試
験
利
用
入
試

センター入試Ⅰ期 15名 15名 10名 　1月10日（水）～　1月23日（火）〈W〉 大学入試センター試験日
　1月13日（土）
　1月14日（日）

　2月08日（木） 2月09日（金）～02月20日（火）
センター入試Ⅱ期 10名 10名 15名 　2月02日（金）～　2月14日（水）〈W〉 　2月21日（水）　2月22日（木）～03月 01日（木）
センター入試Ⅲ期 15名 15名 若干名 　2月23日（金）～　2月28日（水）〈W〉 　3月08日（木）　3月09日（金）～03月 15日（木）

〈ＡＯ入試・推薦入試・一般入試・大学入試センター試験利用入試〉

 平成30年度入試　募集人員および日程

オープンキャンパス2017

　学生に社会経験がないことにつけこむ悪徳商法による
被害が発生しています。無用なトラブルを回避するためには、
正しい知識を身に付けるとともに、必要のないものはきっぱ
りと断ることが大切です。しかし、悪徳商法は日々手口が巧

妙になってきており、学生が
知らず知らずのうちに罠に
はまっているケースも見受け
られます。
　親しい先輩や高校時代の
友人、さらにはＳＮＳで知り

合った人から「簡単に儲かる話がある」「紹介料がたくさん入
る」などと甘い言葉で勧誘され、断りにくい状況にさせられ
てしまうケースや初期費用として高額な代金を請求され、支
払えない場合は消費者金融（学生ローン）、クレジットカード
のキャッシング利用を促されるケースも報告されています。
　少しでも「怪しい・おかしい」と感じた場合は、その場で勇
気をもって毅然と断り、もしトラブルに発展するようなこと
があれば、学生課や学生相談室、我孫子市消費生活センター

（04-7185-0999）、消費者ホットライン（0570-064-370）
へ連絡してください。

平成 28年度採用・人事異動
◆新規採用 （平成29年4月1日付） ◆人事異動 （平成29年4月1日付） 黒木　康子／中央学院大学学事部次長・教務課長（兼務）・
＜教員＞ ＜教員＞ 　　　　　　　現代教養学部開設準備担当課長（兼務）
【商学部】 浅井　宗海 教授  （任命） 佐藤　　寛／現代教養学部長 飯塚　晃司／中央学院大学　人事課長

高木　康一／現代教養学部長補佐 前野　秀樹／中央学院大学　人事課主任
【法学部】 五百田　俊治　教授  （昇任） 丹羽　　香／商学部　教授 梅田麻衣子／中央学院大学　入試広報課主任

高橋　義人　　教授 王　　振宇／商学部　准教授 高津戸裕昭／中央学院高等学校　事務次長
町田　余理子　准教授 川久保文紀／法学部　教授  （異動） 佐藤　弘憲／学校法人中央学院　理事

三宅　篤子／法学部　教授 藤掛　晃浩／中央学院大学　学生課主任
【現代教養学部】河野　純一　　教授 清水　正博／法学部　准教授 嘉本　　進／学校法人中央学院　法人事務室

中島　純一　　教授 野口　健格／法学部　准教授 髙島　祐一／中央学院大学
齋藤　暢人　　准教授  （異動） 増山　光洋／現代教養学部准教授（商学部より） 　　　　　　アクティブセンタ－事務課
高木　康一　　准教授 ＜職員＞ ◆退職 （平成29年3月31日付）
髙槗　茂美　　講師  （昇任） 髙浦　義智／学校法人中央学院　事務局長 ＜教員＞ 大島　直廣／商学部
菅原　大一太　助教 入山　義裕／中央学院大学　事務局長 宇都宮充夫／法学部
藤堂　英樹　　助教 大木　健治／学校法人中央学院　総務部長・ ＜職員＞ 坪田　直樹
峯　　真依子　助教 　　　　　　法人事務室長（兼務） 浅海　貴行

（役職・50音順）

　商品やサービスを契約して、次は自分が買い手
を探し、次々に販売組織に加入させ、ピラミッド
方式に拡大させていく商法です。実際は、販売組
織の会員となっても販売成果を上げられず、借金
が残って被害者となるだけでなく自らが勧誘・販
売することで加害者となり被害を拡大させるなど
非常に問題の起こりやすい取引形態です。悪質
なマルチ商法は、一部の成功例を強調し、あた
かも全員が成功するかのように勧誘してくること
がありますので注意が必要です。
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財 務 情 報

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額

収
入

学生生徒等納付金収入 3,541,862

収 

入

借受金等収入 0
手数料収入 81,388 特定資産取崩収入 8,915
特別寄付金収入 38,372 貸付金回収収入 120
一般寄付金収入 68,270 預り金受入収入 36,214
経常費等補助金収入 757,676 短期有価証券売却収入 300,000
付随事業収入 17,513 仮払金回収収入 4,234
雑収入 150,441 　小計 349,483
教育活動資金収入計 4,655,522 受取利息･配当金収入 65,693

支
出

人件費支出 2,914,249 その他の活動資金収入計 415,176
教育研究経費支出 1,128,570

支 

出

借入金等返済支出 75,088
管理経費支出 400,313 短期有価証券購入支出 300,000
教育活動資金支出計 4,443,132 特定資産繰入支出 13,568

　    差引 212,390 預り金支払支出 349
　 調整勘定等 117,562 仮受金支払支出 371
教育活動資金収支差額 329,952 仮払金支払支出 751

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額 商標権支出 549

収
入

施設設備寄付金収入 10,000 　小計 390,676
施設設備補助金収入 4,306 借入金等利息支出 12,848
施設設備売却収入 73 その他の活動資金支出計 403,524
引当特定資産取崩収入 741,371 　    差引 11,652
施設設備等活動資金収入計 755,750 　 調整勘定等 0

支
出

施設関係支出 21,075 その他の活動資金収支差額 11,652
設備関係支出 59,410 支払資金の増減額

（小計+その他の活動資金収支差額） 322,280引当特定資産繰入支出 802,305
施設設備等活動資金支出計 882,790 前年度繰越支払資金 1,938,926

　  　差引 △ 127,040 翌年度繰越支払資金 2,261,206
　 調整勘定等 107,716
施設設備等活動資金収支差額 △ 19,324

小計
 （教育活動資金収支差額+　　   施設設備等活動資金収支差額） 310,628

◆ 平成28年度  活動区分資金収支計算書（決算）
28.4.1 ～ 29.3.31（学校法人　中央学院） （単位　千円）

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額

収
入

学生生徒等納付金収入 3,664,791

収 

入

借受金等収入 200
手数料収入 75,150 貸付金回収収入 80
特別寄付金収入 8,000 短期有価証券売却収入 300,000
一般寄付金収入 65,210 　小計 300,280
経常費等補助金収入 748,630 受取利息･配当金収入 86,849
付随事業収入 18,000 その他の活動資金収入計 387,129
雑収入 197,133

支 

出

借入金等返済支出 74,688
教育活動資金収入計 4,776,914 短期有価証券購入支出 300,000

支
出

人件費支出 3,132,218 引当特定資産繰入支出 11,510
教育研究経費支出 1,250,709 　小計 386,198
管理経費支出 379,537 借入金等利息支出 11,899
教育活動資金支出計 4,762,464 その他の活動資金支出計 398,097

　    差引 14,450 　    差引 △ 10,968
　 調整勘定等 △ 82,169 　 調整勘定等 0
教育活動資金収支差額 △ 67,719 その他の活動資金収支差額 △ 10,968

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額 支払資金の増減額
（小計+その他の活動資金収支差額） △ 34,171

収
入

施設設備寄付金収入 2,000
施設設備補助金収入 4,100 前年度繰越支払資金 2,261,206
施設設備売却収入 0 予備費 30,000
引当特定資産取崩収入 1,000,000 翌年度繰越支払資金 2,197,035
施設設備等活動資金収入計 1,006,100

支
出

施設関係支出 24,800
設備関係支出 60,903
引当特定資産繰入支出 878,720
施設設備等活動資金支出計 964,423

　    差引 41,677
　 調整勘定等 2,839
施設設備等活動資金収支差額 44,516

小計
 （教育活動資金収支差額+　　   施設設備等活動資金収支差額） △ 23,203

◆ 平成29年度　活動区分資金収支予算書
29.4.1 ～ 30.3.31（学校法人　中央学院） （単位　千円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　目 金　額
学生生徒等納付金 3,541,862
手数料 81,388
寄付金 109,733
経常費等補助金 757,676
付随事業収入 17,513
雑収入 150,441
教育活動収入計 4,658,613

事
業
活
動
支
出
の
部

科　目 金　額
人件費 2,943,907
教育研究経費 1,635,417
管理経費 497,406
徴収不能額等 89
教育活動支出計 5,076,819
教育活動収支差額 △ 418,206

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
受取利息･配当金 65,692
その他の教育活動外収入 0
教育活動外収入計 65,692

支
出
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
借入金等利息 12,848
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 12,848
教育活動外収支差額 52,844

　　　 経常収支差額 △ 365,362

　　

特
別
収
支

収
入
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
資産売却差額 4,968
その他の特別収入 14,306
特別収入計 19,274

支
出
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
資産処分差額 62,073
その他の特別支出 487,098
特別支出計 549,171

特別収支差額 △ 529,897
〔　予　　備　　費　〕　 -　　

基本金組入前当年度収支差額 △ 895,259
基本金組入額合計 △ 131,834

当年度収支差額 △ 1,027,093
前年度繰越収支差額 △14,254,207
基本金取崩額 96,000
翌年度繰越収支差額 △15,185,300

（参考）

事業活動収入計 4,743,579
事業活動支出計 5,638,838

　　

◆ 平成28年度  事業活動収支計算書（決算）
28.4.1 ～ 29.3.31（学校法人　中央学院） （単位　千円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　目 金　額
学生生徒等納付金 3,664,791
手数料 75,150
寄付金 74,910
経常費等補助金 748,630
付随事業収入 18,000
雑収入 197,133
教育活動収入計 4,778,614

事
業
活
動
支
出
の
部

科　目 金　額
人件費 3,034,997
教育研究経費 1,745,709
管理経費 469,437
徴収不能額等 0
教育活動支出計 5,250,143
教育活動収支差額 △ 471,529

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
受取利息･配当金 86,849
その他の教育活動外収入 0
教育活動外収入計 86,849

支
出
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
借入金等利息 11,899
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 11,899
教育活動外収支差額 74,950
経常収支差額 △ 396,579

特
別
収
支

収
入
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
資産売却差額 0
その他の特別収入 6,100
特別収入計 6,100

支
出
の
部

事
業
活
動

科　目 金　額
資産処分差額 0
その他の特別支出 0
特別支出計 0

　　 特別収支差額 6,100
〔　予　　備　　費　〕　 30,000

基本金組入前当年度収支差額 △ 420,479
基本金組入額合計 △ 160,391

当年度収支差額 △ 580,870
前年度繰越収支差額 △ 15,185,300
基本金取崩額 0
翌年度繰越収支差額 △ 15,766,170

（参考）

事業活動収入計 4,871,563
事業活動支出計 5,292,042

◆ 平成29年度　事業活動収支予算書
29.4.1 ～ 30.3.31（学校法人　中央学院） （単位　千円）

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

学生生徒等納付金収入 3,541,862 人件費支出 2,914,249
手数料収入 81,388 教育研究経費支出 1,128,570
寄付金収入 116,642 管理経費支出 400,313
補助金収入 761,982 借入金等利息支出 12,848
資産売却収入 300,073 借入金等返済支出 75,088
付随事業･収益事業収入 17,513 施設関係支出 21,075
受取利息･配当金収入 65,692 設備関係支出 59,410
雑収入 150,441 資産運用支出 1,115,873
借入金等収入 0 その他の支出 129,199
前受金収入 879,480 〔予備費〕 -  　
その他の収入 1,001,299 資金支出調整勘定 △ 186,793
資金収入調整勘定 △ 924,260
前年度繰越支払資金 1,938,926 翌年度繰越支払資金 2,261,206

収入の部合計 7,931,038 支出の部合計 7,931,038

◆ 平成28年度  資金収支計算書（決算）
28.4.1 ～ 29.3.31（学校法人　中央学院） （単位　千円）

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

学生生徒等納付金収入 3,664,791 人件費支出 3,132,218
手数料収入 75,150 教育研究経費支出 1,250,709
寄付金収入 75,210 管理経費支出 379,537
補助金収入 752,730 借入金等利息支出 11,899
資産売却収入 300,000 借入金等返済支出 74,688
付随事業･収益事業収入 18,000 施設関係支出 24,800
受取利息･配当金収入 86,849 設備関係支出 60,903
雑収入 197,133 資産運用支出 1,190,230
借入金等収入 200 その他の支出 186,793
前受金収入 848,480 〔予備費〕 30,000
その他の収入 1,132,275 資金支出調整勘定 △ 172,921
資金収入調整勘定 △1,046,133
前年度繰越支払資金 2,261,206 翌年度繰越支払資金 2,197,035

収入の部合計 8,365,891 支出の部合計 8,365,891

◆ 平成29年度　資金収支予算書　
29.4.1 ～ 30.3.31（学校法人　中央学院） （単位　千円）

資産の部 負債・純資産の部
科　目 金　額 科　目 金　額

固定資産 23,317,632 固定負債 2,266,498
　有形固定資産 18,583,516 　長期借入金 1,027,617
　　　土地・建物・構築物 16,378,110 　退職給与引当金 1,236,881
　　　機器備品 122,442 　その他 2,000
　　　図　書 2,078,483 流動負債 1,368,664
　　　その他 4,481 負債の部合計 3,635,162　特定資産 4,699,190
　その他の固定資産 34,926 基本金 37,262,735
　　　借地権 19,644 繰越収支差額 △ 15,185,300
　　　その他 15,282 純資産の部合計 22,077,435流動資産 2,394,965
資産の部合計 25,712,597 負債の部及び純資産の部合計 25,712,597

◆ 貸借対照表

（注）学校法人会計基準の一部を改正する省令（平成 25 年 4月22日文部科学省令第15号）に基づき、計算書類の様式を変更した。

29.3.31 現在（学校法人　中央学院） （単位　千円）

科　　　目 金　額
Ⅰ　資産総額 25,712,597
　　　　内　　１　基　本　財　産　 18,119,030
　　　　　　　　  （1）  土地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　161,774.18㎡ 4,875,510
　　　　　　　　  （2）  建物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  73,016.94㎡ 10,612,575
　　　　　　　　  （3）  構築物 392,227
　　　　　　　　  （4）  機器備品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23,023点 122,442
　　　　　　　　  （5）  図書　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　343,644冊 2,078,483
　　　　　　　　  （6）  その他の基本財産 37,793

　　　　　　　２　運　用　財　産　　　　　　 7,593,567
　　　　　　　　  （1）  預貯金・現金 2,261,206
　　　　　　　　  （2）  特定資産（有価証券を含む） 4,699,190
　　　　　　　　  （3）  不動産 497,798
　　　　　　　　  （4）  その他の運用財産 135,373

Ⅱ　負債総額 3,635,162

Ⅲ　正味財産 22,077,435

◆ 財産目録（抜粋）
29.3.31  現在（学校法人　中央学院） （単位　千円）

(注) 資産評価について、取得価額基準（規則的な減価償却を行っている場合の帳簿価額、金銭債権について徴収不能見込額を控除した場合の帳簿価額を含む。）によっている。
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商学部・法学部・現代教養学部  平成29年度 学年暦（7月～11月）

※祝日等の授業実施日･･･祝日ですが、授業を実施します。

大　学　院  平成29年度 学年暦（7月～11月）

※祝日等の授業実施日･･･祝日ですが、授業を実施します。

補講（6 時限目） 17月10日（月）～ 17月14日（金）

※祝日等の授業実施日 17月17日（月） 海の日

春セメスター （前期）授業終了 17月26日（水）

春セメスター （前期）定期試験 17月27日（木）～ 18月12日（水）

春セメスター （前期）集中授業
（商学部 ・ 法学部）

18月13日（木）～ 18月16日（日）

夏季休業 18月17日（月）～ 19月21日（木）

春セメスター 追・再試験　（前期　追試験） 19月14日（月）～ 19月17日（木）

秋セメスター商学部1 ・ 2年生ガイダンス
秋セメスター現代教養学部1年生ガイダンス

19月20日（水）

秋セメスター商学部3 ・ 4年生ガイダンス 19月21日（木）

秋セメスター（後期） 授業開始 19月22日（金）

春セメスター 学位記授与式（商学部・大学院） 19月29日（金）

秋セメスター履修登録
（商学部 ・ 現代教養学部）

19月29日（金）： 商4年

10月12日（月）： 商3年

10月13日（火）： 商2年 

10月14日（水）： 商1年・現1年

※祝日等の授業実施日 10月19日（月）体育の日

大学祭（あびこ祭）
10月27日（金）～
10月29日（日）●授業なし

※祝日等の授業実施日 11月13日（金） 文化の日

補講（6 時限目） 11月16日（月）～ 11月10日（金）

修士論文提出　【春セメ修了予定者】 17月16日（木）～ 17月12日（水）

補講（6 時限目） 17月10日（月）～ 17月14日（金）

※祝日等の授業実施日 17月17日（月）　海の日

春セメスター 授業終了 17月26日（水）

定期試験 17月27日（木）～08月2日（水）

口述試問（2年生）
【春セメ修了予定者】

18月02日（水）

夏季休業 18月07日（月）～09月21日（木）

秋セメスター入学式 ・ ガイダンス
【秋入学者】

19月21日（木）

秋セメスター 授業開始 19月22日（金）

春セメスター学位記授与式 19月29日（金）

履修登録 19月29日（金）～ 10月05日（木）

※祝日等の授業実施日 10月09日（月）　体育の日

修士論文中間報告会（2年生）
【秋セメ修了予定者】

10月25日（水）

大学祭（あびこ祭）
10月27日（金）～
10月29日（日）●授業なし

※祝日等の授業実施日 11月03日（金）　文化の日

補講（6 時限目） 11月06日（月）～ 11月10日（金）

修士論文計画書提出（1年生）
【春入学者】

11月14日（火）～ 11月15日（水）

保護者向けメール配信サービス 学生向けメール配信サービス

CGU Information

大学からの連絡や緊急情報をお知らせするメール配信サービスです。

●各種ガイダンスの案内・学校行事 ・ 学生呼び出しや台風などによる休講の

　お知らせなど大学からの情報を配信します。

●メールアドレスを登録する際、まずはドメイン名（@kyujin-navi.com）が

　受信拒否とならないよう設定の確認を行ってください。

●登録したメールアドレスを変更した場合は、同じ方法にて変更登録を

　行ってください。

お問合せ先　学生課04-7183-6518

【夏季期間】7月1日（土）～ 9月30日（土）

夏季期間における館山セミナーハウスの予約を受け付けています。
 《予約手順》
①利用予定日と人数を学生課窓口にお知らせください。「仮予約」として受け付けします。
　◎電話でも受け付けします。 ◎「仮予約」の有効期限は受け付け後2週間です。
②利用予定日の1週間前までに「使用申込書」（※1）に「利用料金」（※2）を添えて
　学生課窓口で申し込みをしてください。 「本予約」として承ります。
　◎取消・変更は、利用開始日の3日前までに学生課に届け出てください。
　◎8月7日（月）～ 8月27日（日）は、8月1日（火）までに本申し込みを済ませてください。

受付・お問合せ先 ： 本館 1階  学生課  04-7183-6518

① QRコードを読み取り「空メール」を送信
② 届いたメールを開きURLにアクセス
③ ユーザー名（cgu）・学籍番号・パスワード（初期値は
　 誕生日4桁（例：3月4日生 0304））を入力して「ログイン」
④ 「登録」をクリック 完了
　※QRコードが読めない場合は、 「mail-touroku@kyujin-navi.com」に
　　空メールを送ってください。

※1
大学ホームページからダウン
ロード、または学生課窓口で
お受け取りください。

※2
1泊2食　学内者（家族を含む）
3,000円、学外者4,000円
別途料金にて特別料理あり。
詳しくは大学ホームページを
ご確認ください。

CGU館山 検索

保護者向けに学内の有用な情報等を電子メールにて配信いたします。

登録を希望される方は、本学ホームページ「保護者の方」より「保護者向

けメール配信サービス登録フォーム」でご登録いただくか、直接メールにて

touroku@cgu.ac.jp へ次の1 ～ 3を入力して送信してください。

　  〈 1. 学生の学籍番号、2. 保護者氏名、3. 登録するメールアドレス〉

学籍番号が不明な場合は学生の氏

名をお知らせください。登録された

メールアドレスは、大学からの連絡事

項を案内することのみに使用します。

cgu.ac.jp からのメールが受信できる

よう、設定をお願いいたします。

お問合せ先　企画課04-7183-6517

●編集協力／東京平版（株）
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館山セミナーハウス諦めない気持ちと
日々の努力の積み重ね


